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新型コロナウイルスの感染拡大の抑制策として、働き方の見直しや在宅勤務等のテレワーク推進に

関する議論がますます活発に行われるようになった。 

在宅勤務の導入により、これまで通勤時間や出勤のための身支度に使っていた時間を、子どもや家

族と接する時間にあてたり、家事をしながら仕事を進めることができる。内閣府が行った調査1によ

ると、テレワークの利用など、夫の働き方が変化した家庭では、家事・育児での夫の役割が増加する

傾向にあったほか、夫の役割が増加した家庭では、今回の新型コロナウイルスの影響による生活満足

度の低下幅が、そうでない家庭と比べて小さかった。 

しかし、その一方で、コロナ禍による外出制限によって、一時、世界人口の半数にあたるおよそ

39憶人が外出を制限される中、ワシントン・ポストの The Lilyでは、この自粛期間に、学術誌にお

いて、男性からの投稿が増えている例がある一方で、女性からの投稿だけが大幅に減っている事例を

取り上げ、家庭内で家事・育児の負担が女性に重くのしかかっている可能性を指摘している2。 

日本は、欧米諸国と比べると外出制限は緩やかだったとされているが、それでも在宅勤務や自宅待

機などにより、明らかに人々の外出は減少した。このような中、共働き夫婦の時間の使い方にどのよ

うな変化があったのだろうか。ニッセイ基礎研究所が６月末に実施した「第 1回新型コロナによる暮

らしの変化に関する調査3」のデータを使って確認する。 

 

  

 
1  内閣府「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」2020 年６月 21 日

（https://www5.cao.go.jp/keizai2/manzoku/pdf/shiryo2.pdf） 
2   Caroline Kitchener, "Women academics seem to be submitting fewer papers during coronavirus. ‘Never seen anything like it,’ says 

one editor： Men are submitting up to 50 percent more than they usually would, " The Lily, The Washington Post, 24 April 2020．

（https://www.thelily.com/women-academics-seem-to-be-submitting-fewer-papers-during-coronavirus-never-seen-anything-like-

it-says-one-editor/） 
3  2020 年６月 26～29 日に実施。インターネット調査。対象は、全国に住む 20～69 歳の男女個人（株式会社マクロミルのモニタ）。

有効回答数 2,062. 
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1――雇用されている人の７割は、労働時間がコロナ前と比べて「変わらない～増加した」 

 

1｜分析対象 

本稿では、共働き世帯のうち、夫婦ともに雇用されている4男女について、日々の時間の使い方の

変化に注目した。ただし、勤務先によっては、勤務先の要請により労働時間そのものが減っている可

能性もある。その場合の空いた時間の使い道は、あまりに幅広いと考えられるので、本稿では、上記

に当てはまる人のうち、調査時点（６月末）において「労働時間がコロナ前（１月頃）と変わらない

～増加した」と回答した人を分析対象とした。さらに世帯状況により、子どもがいない既婚者、第１

子が高校生以下である既婚者、第１子が高校を卒業している既婚者に区分して比較分析をした。 

なお、本調査は個人を対象とする調査であるため、配偶者の出勤状況の違いや労働時間の変化につ

いては把握していない。 

 

2｜夫婦ともに雇用されている男女の労働時間の変化 

まず、夫婦ともに雇用されている男女の労働時間の変化を図表１に示す。全体のおよそ１割で「増

加した」、６割で「変わらない」と回答していた。世帯の状況別にみると、第１子が高校を卒業して

いる既婚女性で「増加した」が低く、第１子が高校を卒業している既婚男性で「変わらない」が高い

傾向があった。「変わらない～増加した」を合計すると、子どもを持つ女性で低い傾向があった。 

 

図表１ 夫婦ともに雇用されている男女の年齢、および６月末における労働時間の変化 

 
（出典）ニッセイ基礎研究所「第 1 回新型コロナによる暮らしの変化に関する調査」。以下、同じ。 

 

 

  

 
4  自分の意思だけでは、出勤状況を決めにくい労働者として、雇用されている人を対象とした。具体的には、本人、およ

び配偶者の 職業が「公務員」「正社員・正職員」「嘱託・派遣社員・契約社員」である既婚者を対象とした。 

増加した 変わらない

夫婦ともに雇用されている男女計 （平均年齢） 420 72.4 11.9 60.5 20.8 (%)

既婚・子どもなし 男性(41.1歳） 59 71.2 17.0 54.2 25.4

女性(35.7歳） 32 72.0 12.6 59.4 15.7

既婚・第１子が高校生以下 男性(42.4歳） 131 71.0 11.5 59.5 23.7

女性(38.7歳） 62 64.5 16.1 48.4 21.0

既婚・第１子が高校卒業 男性(55.3歳） 100 81.0 10.0 71.0 14.0

女性(55.3歳） 36 69.5 2.8 66.7 25.0

減少したN
労働時間が変わらない～増加した
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2――労働時間が「変わらない～増加した」人でも２割が出社減少。連動して、移動時間は減少、在宅勤務

は増加。 

 

労働時間が「変わらない～増加した」人について、調査時における出勤状況を図表２に示す。１月

頃と比べて勤務先への出社が減った人の割合、通勤・通学を含む移動時間が減った人の割合、在宅勤

務等のテレワークが増えた人の割合は、全体では２割弱だった。 

世帯の状況別にみると、子どもがいない男性で３割が勤務先への出社が減少、移動時間も減少、２

割が在宅勤務等のテレワークが増加しており、もっとも出勤状況に変化があったようだ。一方、変わ

っていないのが、子どもがいない女性と、第１子が高校を卒業している女性で、出勤や移動時間の減

少と在宅勤務の増加は、１割に満たず、他層と比べて低かった。女性と比べると男性は、全体的に数

値が高く、出社状況に変化があったと考えられる。勤務先への出社が減った人で、連動して移動時間

が減り、在宅勤務が増えていた。 

 

図表２ 労働時間が「変わらない～増えた」人の出勤状況の変化 

 
（注）男女差がある項目 ** p<0.05、* p<0.1 

 

 

3――家族と過ごす時間は４割が増加。家事・育児時間の増加には男女差がある。 

 

1｜家族と過ごす時間、家事時間、育児時間は増加し、買い物時間は減少 

出勤状況が変わった中で、生活時間はどのように変わっただろうか。男女全体の生活時間の変化を

図表３に示す。 

全体では、睡眠時間、休養・くつろぎ時間、家族と過ごす時間、家事時間、育児時間は増加し、買

い物時間は減少していた。中でも、家族と過ごす時間は、４割の人で増加していた。この頃は、日々

の出勤の機会が減るだけでなく、外食や買い物等といった外出が減っていた。子どもも同様で、６月

以降登校を再開した地域が多いが、感染リスクを下げるため、日数や時間を制限したイレギュラーな

登校が続いており、コロナ前と比べると自宅にいる子どもが多かった時期である。そのため、家事、

育児についても、増加した人の割合が減少した人の割合を上回ったと考えられる。 

N
勤務先への出社が

減った

在宅勤務等の

テレワークが増えた

通勤・通学を含む

移動時間が減った

夫婦ともに雇用されている男女計 304 18.4 17.4 15.8 (%)

既婚・子どもなし 男性 42 33.3 19.0 26.2

女性 23 8.7 8.7 8.7

既婚・第１子が高校生以下 男性 93 20.4 22.6 16.1

女性 40 10.0 17.5 15.0

既婚・第１子が高校卒業 男性 81 18.5 16.0 16.0

女性 25 8.0 8.0 4.0

** *
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図表３ 労働時間が「変わらない～増えた」人の生活時間の変化 

         【（１月頃と比べて）減少した】              【（１月頃と比べて）増加した】 

 

（注）「増加した」と「減少した」に差がある項目に ** p<0.05、* p<0.1 

    「増加した」と「減少した」を合わせて 100％に満たない分は、「どちらともいえない」「該当しない」 

 

2｜女性で休養・くつろぎ時間が増加した割合が高い 

世帯状況別に各項目にあてる時間が増加したと回答した割合を図表４に示す。女性で、休養・くつ

ろぎ時間が男性と比べて増加した人の割合が高かった。また、子どもがいない女性では、睡眠時間と

休養・くつろぎ時間が増えている傾向が特に高かった。 

家族と過ごす時間については、特に子どもがいない女性で家族と過ごす時間が増えていた。その一

方で、一人で過ごす時間も増加した割合も高かった。子どもがいない女性自身は、図表２で示したと

おり、出勤状況が変わった割合が低かったが、子どもがいない男性の出勤状況が大きく変わっている

傾向があったことから、配偶者の働き方の変化で、家族と過ごす時間や一人で過ごす時間に変化があ

ったと考えられる。 

 

3｜家事・育児時間の増加には男女差がある 

家事時間は、全体では２割弱が増加していた。しかし、男女差が大きく、男性では 10～15％で増

加していたのに対し、女性では 25～30％と、男性と比べて増加した人の割合が高かった。特に子ど

もがいない女性と第１子が高校生以下で男女差が大きかった。 

第１子が高校生以下の男女をみると、女性の 40.0％が家族と過ごす時間が、37.5％が育児時間が、

それぞれ増加していると回答しているのに対し、男性は 34.4％が家族と過ごす時間が増加していた

にもかかわらず、育児時間が増加した割合は 19.4％にとどまった。 

第１子が高校を卒業している男女は、子どもがいない夫婦や第１子が高校生以下である夫婦と比べ

て男女差が小さかった。 
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14.5**

15.7 

22.0**
39.1**

13.8 

17.8**

12.5**

10.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

夫婦ともに雇用されている

男女計（N=304)

%

4.3

14.5

11.8

6.6

16.8

5.3

4.6

28.3**

40 30 20 10 0
%



 

 

5｜               ｜ニッセイ基礎研レポート 2020-10-19｜Copyright ©2020 NLI Research Institute All rights reserved 

図表４ 労働時間が「変わらない～増えた」人で時間が「増えた」と回答した割合 

 
（注）男女差がある項目 ** p<0.05、* p<0.1 

 

 

4――家庭内の家事・育児バランスの見直しも必要。 

 

1｜結果のまとめ 

以上見てきたとおり、６月末の調査で、夫婦ともに雇用されている男女のおよそ７割が、１月頃と

比べて労働時間が「変わらない～増加した」と回答していた。 

労働時間が「変わらない～増加した」と回答した人に注目すると、緊急事態宣言を受けて、出社の

自粛が要請されたり、子どもの学校が休校になったことを受けて家にとどまる必要が出てきた人もい

たと思われ、２割弱で勤務先への出社が減り、在宅勤務が増えていた。こういった変化の中、４割の

人で家族と過ごす時間が増加していた。自宅にとどまることが増えたことで、睡眠や休養・くつろぎ

の時間、家事や育児にかける時間が増加していた。 

家族と過ごす時間や家事や育児の時間は男女ともに増加していたが、家事・育児の時間が増加した

人の割合の男女差は大きく、相対的に、出勤状況にも労働時間にもあまり変化がない女性で、家事や

育児の時間が増えていた。 

 

2｜企業における制度拡大にともない、家庭内の役割分担の再考も必要 

冒頭で紹介した内閣府の調査と同様に、今回のデータからも、コロナ禍の自粛期間中、男性も家事・

育児の時間が増加しており、在宅勤務制度の拡大は、仕事と家庭の両立に効果がある可能性がある。

しかし、あいた時間の使い方を見ると、在宅勤務を導入するだけでは、夫婦間の家事・育児と仕事の

時間のアンバランスは解消しない懸念もある。 

今回の調査は、個人を対象としており、新型コロナウイルスの感染拡大の影響による配偶者の出勤

状況の変化や、配偶者の労働時間の変化については尋ねていないためわからない。また、在宅勤務に
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夫婦ともに雇用されている男女計 304 14.5 15.7 22.0 39.1 13.8 17.8 12.5 10.2 (%)

既婚・子どもなし 男性 42 16.7 16.7 14.3 31.0 9.5 9.5 ー 11.9

女性 23 30.4 8.7 56.5 73.9 26.1 26.1 ー 13.0

既婚・第１子が高校生以下 男性 93 11.8 16.1 14.0 34.4 15.1 14.0 19.4 11.8

女性 40 12.5 15.0 25.0 40.0 10.0 30.0 37.5 12.5

既婚・第１子が高校卒業 男性 81 13.6 14.8 21.0 38.3 12.3 14.8 4.9 7.4

女性 25 12.0 24.0 32.0 40.0 16.0 28.0 4.0 4.0

** **

** **

**
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ついては、新型コロナウイルスの感染拡大にともない、突如として導入せざるを得なかった企業もあ

ると思われるほか、導入されたとしても、今後いつまで継続するかも不明な状況にあったと思われる。

そのため、各世帯においても、十分な準備や考慮が進まないままに、在宅勤務が続けられてきた可能

性が高い。 

今後、新型コロナ禍での対応を機として、在宅勤務をはじめとする時間や場所にとらわれない働き

方を取り入れる企業が増えると思われる。その際には、夫婦の働き方の望むべき姿についてお互いの

理解を深め、各世帯で家事・育児、仕事時間のバランスのあり方を再考することが必要かもしれない。 


